
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去の「みどころ」はＨＰの 

２ページ目以降にあります 

令和４年５月上期 

  

期 

  

  

旬 

  

旬 

アカマツ（マツ科）の花粉 

ヒノキの花粉の飛散が 

終わり、マツの花粉が 

飛び始めました。 

ツクバネウツギが 

咲いています 

コイノボリ 

今年は、横に並んで 

泳いでいます。 

ツクバネウツギ 

（スイカズラ科） 

落葉樹のアベリアです。 

ヒラドツツジ（ツツジ科） 

昨年よりもヒラドツツジが 

よく咲いています。 

コイノボリが見られます 

ヒラドツツジが咲いています 

モリアオガエルの 

卵かいが見られます 

カラタネオガタマが 

咲いています 

アリマグミが咲いています 
フジが咲いています 

コデマリが咲いています 

コデマリが咲いています 

カマツカが咲いています 

ヒトツバタゴが 

咲いています 

クロアゲハ 

（アゲハチョウ科） 

園内あちこちで 

飛び回っています。 

モチツツジ 

（ツツジ科） 

コバノミツバツツジと 

交代してモチツツジが 

花盛りです。 

真っ白な花が咲いています。 

アリマグミ（グミ科） 

有馬温泉付近で 

発見されたため 

こう呼ばれています。 

モチツツジ、アカマツは 

園内各所で見られます。 

クロバイが咲いています 

当公園東地区のフジが 

市道三木山幹線の歩道から 

見ることができます。 

カラタネオガタマ 

（モクレン科） 

花はバナナの様な 

香りがします。 

ヒトツバタゴ 

（モクセイ科） 

別名でナンジャ 

モンジャノキ 

と呼ばれています。 

コデマリ（バラ科） 

白い花が手毬の様に 

見えるため 

こう呼ばれています。 
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カマツカ（バラ科） 

材が堅くて丈夫なため、 

鎌の柄に使われたため 

カマツカと名付けられました。 

モリアオガエルの卵塊 

（アオガエル科） 

卵塊を生み始めました。 

ツクバネウツギが 

咲いています 

フ
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